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１．目的 

都市部のヒートアイランド現象の深刻化によって，

熱中症患者数が近年増加傾向にある．人体へ与える

熱的影響を評価する指標の一つに湿球黒球温度（以

下，WBGT）があり，環境省からは全国 841 ヶ所にお

いて，これをもとにした熱中症予防情報が提供され

ている 1)．東京都における提供地点を例にすると地

点間は約数 km～数十 km の距離がみられる．すなわ

ちこれらのデータは都市スケールでの評価しか行わ

れていない．しかしながら，数百 m～数 km にあたる

都市街区スケールにおいても地表面性状や構造物が

多様に存在するため，活動空間の周辺環境に伴い熱

ストレスの度合は変動すると考えられる．そこで本

研究では，都市街区スケールにおける暑熱環境特性

を把握することを目的として，気象庁の定点観測値

と東京都住宅街で実施した移動観測値との比較検討

を行った．  

 

２．移動観測と定点観測 

2016 年 8 月 25 日の 12:12～12:47 に，東京都大田

区に位置する東京工業大学大岡山キャンパス近隣の

住宅街にて屋外暑熱環境の移動観測を実施した（図-

1）．移動観測では台車を 2 台使用し（図-2），前車で

は天空写真・長短波放射量・前方写真・位置情報，後

車では気温・相対湿度・大気圧・黒球温度・日射量・

風向風速を測定した．解析で用いた各気象要素デー

タは，1s 平均値（10Hz サンプリング）とした．また，

定点観測値として，移動観測地点から最も近い東京

管区気象台の WBGT・黒球温度・気温・相対湿度・

大気圧を使用した（図-1）． なお，WBGT と黒球温

度は 1 時間値，それ以外は 10 分値を用いた． 

 

 

 

３．WBGTの算出方法及び解析方法 

 WBGT は以下の式-1に基づき算出した． 

WBGT＝0.7Tw  0.2Tg  0.1Ta ‥‥‥‥‥（式-1） 

eୗሺTwሻ െ eሺTaሻ ൌ BሺTa െ Twሻ‥‥‥‥‥（式-2） 

ここで，Twは湿球温度（℃）（本研究では式-2に

基づき算出），Tgは黒球温度（℃），Taは気温

（℃），Bは乾湿計定数（hPa K-1）である．このと

き，Twに対する飽和水蒸気圧eୗሺTwሻ（hPa）及び

Taに対する水蒸気圧eሺTaሻ（hPa）は，共にティーテ

ンスの近似式より求めた．なお，定点観測の湿球温

度は式-1より残差として算出した． 

図-2 観測機器 

図-1 観測場所 
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４．東京都住宅街における暑熱環境特性 

 WBGT，湿球温度，黒球温度，気温，風速について，

移動観測値から定点観測値を引いた値の度数分布を

図-3に示す．移動観測ルート内の WBGT の変動につ

いて，全体の 80％が定点観測値よりも 1.5～3.5℃低

い結果であることがわかった．同様に，湿球温度は

1.0～3.0℃，黒球温度は 4.0～7.5℃低い傾向にあり，

気温は 0.0～3.0℃高かった．なお，移動観測ルート内

での温度変動幅が最も大きかったのは黒球温度であ

ったが，式-1 より WBGT 値への影響度を考慮する

と，0.2Tgより 0.8～1.5℃となり，湿球温度は0.7Twで

あることから 0.7～2.1℃となる．定点観測よりも移動

観測で黒球温度，湿球温度が低かった要因として，そ

れぞれの観測地点の周辺環境が挙げられる．定点観

測地点は緑地で比較的開けた地点であるのに対し，

移動観測地点は緑地が少なくアスファルトやコンク

リートの道路や建物に囲まれている．そのため，移動

観測地点における入力放射量（主に日射による黒球

温度の上昇）や湿度が定点観測地点よりも低くなっ

たと考えられる．一方で，気温は移動観測地点の方が

高かった．風速に着目すると（図-3），全体の 80％で

定点観測値よりも 0.5～3.0 m s-1 低い．建物が密集し

た移動観測地点では，建物や道路面から放出される

赤外放射量の増加や風の通り道が形成されず熱が滞

留することが要因となり，気温が下がらなかったと

考えられる． 

 

５．まとめ 

東京都市街地の住宅街において屋外暑熱環境の移

動観測を実施し，熱中症予防情報が提供されている

東京管区気象台での定点観測値との比較を行った．

移動観測におけるWBGTは定点観測値よりも平均し

て 2.5℃低かったものの，気温は約 1.4℃高かった．

定点観測地点は緑地で開けているのに対し，移動観

測地点はアスファルト等の道路や建物に囲まれてい

るために日射量や湿度が低くなり，一方で建物や道

路面から放出される赤外放射量の増加や風速の低下

による熱の滞留により気温が高く維持されるものと

考えられる． 
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図-3 WBGT 及び各気象要素の度数分布 
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